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主観的な思 い を生 み 出 して い る の は
， それ

は思 い 出で あ る 。 幼年少女時代の モ ス ク ワ

生活の 思 い 出で あ る と考える 。
一

見未来志

向的 に聞 こ え る 「モ ス クワ へ 」 とい う願 い

の根本に は ， 実は過去 に対する 「郷愁」が

ある と言 っ て も差 し支 えな い
。 そ して ，郷

愁の 対象で ある幸福だ っ たモ ス ク ワ 生活 を

支え，こ の
一

家の 知的で 健康的 な気風 を作

り出 して い た もの は ， そ れは父親であ る 。

そ して，父の 死後 「モ ス ク ワ へ 」 とい う思

い が オ リガ とイ リーナ の 心の 中で強 まっ て

来た こ とを考えれば
， 彼女た ちの 郷愁の 対

象で あるモ ス ク ワ の 中心に は， い つ も父の

姿が あっ た と考え る 。

　 ［マ
ー

シ ャ の 恋 と 『ル ス ラ ン と リュ ド

ミ
ー

ラ』］　 マ
ー

シ ャ は しば しば プ ーシ キ

ン の 『ル ス ラ ン とリ ュ ドミ
ー

ラ』の
一

節 を

冂 ず さん で い る 。 「入 り江 の ほ と りに 緑の

樫 の 木 あ り，その 樫の 木 に黄金の 鎖…」 こ

の 詩 句の 「黄金 の 鎖」 と い う言葉 が マ
ー

シ ャ の 不 幸な結婚生活 を示唆 して い る との

み解釈さ れ て きた 、， しか し， こ の
一

節 は

『ル ス ラ ン とリ ュ ド ミ
ー

ラ』 の 話全体と密

接 な 関係 を持 っ て 使用 され て お り， マ
ー

シ ャ の秘 め られた気持が これ に込め られ て

い る 。
マ

ー
シ ャ は妖魔に捕 らえられた リュ

ドミ ー
ラ をル ス ラ ン が 救 い 出すこ の 物語詩

に ， 「誰か 私を今の 不幸 な結婚生活か ら救

い 出 して ほ しい 」 とい う思い を託 して い る

の で ある 。 そ して ， その よ うな マ ー
シ ャ の

前に現れ たの がモ ス ク ワか ら来た ベ ル シ
ー

ニ ン で あ っ た 。 彼が モ ス クワ か ら来た とい

うこ とは ，
マ

ーシ ャ に と っ て重要 な こ と

だ っ たが ， それ 以上 に マ ーシ ャ が 彼に 引か

れ た もの は
， 彼 が語 る 言葉で あ り思想 で

あ っ た 。 知性や 教養 を尊び，教 養ある人の

存在意義を肯定する 思想 。
こ れは ， 実は 三

人姉妹の父の 思想に 通 じる思想で ある 。 救

済者を求めて い た マ
ーシ ャ の 前に 現れ た ベ

ル シ
ーニ ン は

， 父 の 影 を背負 っ た 人物 で

あ っ たの で ある 。 そ して，彼女た ち夢の挫

折 や 悲恋は
， 最終的な父 との 別れ の テ

ー
マ

を形造 っ て い る 。

レ ー ル モ ン トフ の 叙事詩 「悪魔」に おける悪の 意味 の 変遷に つ い て

岸　　本　　福 　　子

　 レ
ー ル モ ン ト フ の 叙 事 詩 「悪 魔」

＜＜lleMOH｝）に は八 つ の ヴ ァ リァ ン トが 存在

す る 。 しか し， 最終稿跚 稿 （1839年 ？）の

自筆原稿が存在 しな い こ とか ら， 定本を定

め る際 に， W 稿 （1838年）と刪 稿の い ずれ

を底本 と して重視す るか の 論争が続 い て き

た 。 VI稿 と皿 稿の 決定的な相違 は，　 VI稿で

は悪魔が 天使に勝利する の に対 し，
皿 稿で

は悪魔 は天使に敗北す る とい う， 悪魔 と神

の 力関係の 逆転 にあ る 。
つ まり， こ の 論争

は ， 悪 魔の 形象お よび作者の 宗教的世界観

に 関す る，研究者の 解釈の 問題 で もあ っ た 。

従 っ て ， VI稿 ， 粗稿い ずれの テ キス トに，

作者の 真意が よ り明確 に反映 され て い る か

を明らか に する ため に は，各ヴ ァ リア ン ト

に お ける悪 の 意味 の 変遷 を追い
， 作者の 世

界観 を検 討す る必要 が ある 。

　各ヴ ァ リア ン トを調 べ る と，悪魔が 本来
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持 つ 性格自体 は一
貫 して 変化 しな い の に，

V 稿 （1833−1834年）以 降 ， 悪魔 の 悪 の 意

味は
， 人 間 ， 悪魔，神 の 三 者の 関係 の 中で ，

その 意味 を変 えて い る こ とが わか る
。 各

ヴ ァ リア ン トお ける悪 の 意 味の 変遷 を追 う

と， 次の よ うになる 。

  悪魔 の 形象の 特徴 は ， 　 1．虚無の

中に漂 う放浪 者 。 2．現存世界に対する反

逆者 。 3 ．知 恵の 罪悪 に よ り， 天上 か ら追

放された堕天使。 4 ．人間同様の 入格 ， 善

悪 両方の 感 情を持 つ
。 5 ．悪魔 の 性 格 は

OTpaeTb 「情欲 ， 情念，情熱」。

一 一で あ

る 。
こ の悪魔 の 形象は，悪 で ある と同時 に

善へ の 可能性 を秘め て い る もの で あ っ た 。

そ して そ れ は
， 各 ヴ ァ リア ン トに お い て 終

始
一一

貫 して い て変わ ら な し 

  V稿 か ら地 上 の 人間の 悪の テ
ー

マ が導

入 され る 。 V 稿で は，信仰 を失 っ た地上 の

教会権力の 腐敗と野心，権力に無抵抗な奴

隷達，「人問の 群れ」 が描か れ る
。 悪魔 は

信仰 を失 っ た人間の 悪の 批判者で あ り，地

上 へ の 非難 を動機 と して ， 自らが 宇宙の 支

配者となる こ とを望む 。 W 稿以降 ， 悪魔の

支配 の 意味は深化 し
， 時間 を超越 した 認識

者 ， 世界の 客観者 とい う神の 支配 像を持 つ

よ うに な る 。
こ こ に は神 に反逆す る悪魔の

イ メージ よ りも神そ の もの となろ う とする

悪魔の イ メ ージが あ り，悪魔の 自我の 無限

の 拡大が 表明され る 。

  一
方 ， V 稿以降 作者は悪魔の形象を

魅力的に描 きなが らも， 悪魔の存在 を人間

批判 を語 る手段へ と変えた。 作者は悪魔の

人間批判 をとお して ，人 間の 悪，す なわ ち，

信仰 を失 い 堕落 した人 間， 権力 とい う人間

の 自我の 無限の 拡大，人間の 無知 を非難す

る 。 「私 の 仕事 （人 間に知恵の 木の 実 を食

べ させ た 。 ） に値 す る の は，た だ愚 か者や

偽善 者 だ け な の だ ろ うか 。 」 （田稿 　ll　9
X ）「世界 は安 らか な無知の 中で ，私 な し

　に咲 き終われ ば い い
。 」 （V肛稿 　H 章 X ） こ

　れ ら の 悪魔 の 言葉 には
， 作者の 読者に対す

　る逆説 的なメ ッ セ ージが 与えられて お り，

　無知，盲 目の 中 に真の信仰は存在 しない と

　い う作者の 主張が含まれ て い る 。
つ ま り，

　こ の メ ッ セ
ー

ジ の 裏 には
， 認識 に基づ い た

　よ り深 い 信仰 を人間 に求め る作者の真意が

　隠 され て い る 。 V［稿以降 ， 地上 の悪 の 象徴

　が
， 教会か ら封建領主へ と変 え られ ， 十字

　架が 安息の 象徴 と して描 か れ
， 自然が讃美

　さ れ る 。 そ して ， 膕 稿 にお い て教会の 不滅

　が書 き加え られたの も偶然で は な く， 作者

　の 信仰心 を裏付け る もの と考えられ る 。

  従 っ て 認識に基づ く信仰が作者の 真意

、で あ る限 り，自我 を無限 に拡大 させ 神 に ま

　で な ろ うと した時 ， 悪魔の 真の 悪が 成立 し

　た とい える の で あ り， 悪魔の 行動は作者の

真意に反 す る もの で あ っ た
。 その 結果，悪

魔が ， 敗北する運 命に お か れ る こ とは必 然

的で あ っ た 。

　（結論）　 人間批判に よ り自己の 悪 を発展

　させ ，支配 と神の 位置 を望 ん だ悪魔 は
， 神

の虚 像に過 ぎない 。神 の 虚像 は， シ ェ リン

グが言 うよ うに
， 「生 きた有機体の 個々 の

部分や組織が ，全体か ら逸脱 する と炎症を

起こす よ うに
，

一
切で あろ うとする傲慢 さ

ゆ えに ， か え っ て神，全体 ， 統一か ら自分

を引 き離 して 」 （「人間的自由の 本質」1809

年）虚無 に到 る
。 悪魔 の 自我の 拡大 と有機

体 との 関わ りとい う矛盾か ら，悪魔の 敗北

と永遠の 放浪 とい う物語の結末は，内容の

深 化 で あ り，物語の 自然な展 開で あ っ た 。

　レ
ー

ル モ ン トフ は，認識に基づ い た信仰 を

求め，世界 とその 一部 とい う関係の 中で
，

自我 の 存在 を主張 しなが ら もその 拡大は 否

定 した
。

こ の 結果，悪の 意味の 点か ら も，

田 稿 には最 も作者の 真意が反映 され て お り，

顎 稿 を底本 とす る こ とが妥当で ある と結論

で きる 。
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